
２．工事計画

特に注意して施工する。

既存鉄筋コンクリート躯体との接合が極めて重要である。

また本工事は、特定された場所での工事で、一般の建築工事とは施工方法等が異なる所があるので、下記の内容に

・　既存建物のスパン・階高及び躯体寸法等は、現地実測による。

・　工事中の騒音・粉塵及び落下物の危険防止を考慮した施工を行う。

・　施工に先立ち、工事工程表及び全工事の施工計画書を作成し、監督員の承諾を得る。

１．一般事項

ｂ）　設計図書の優先順位

ｄ）　本標準図中、特に単位なき寸法は、ｍｍを示す。

ｃ）　上記設計図書類に記載なき事項は、監督員と協議する。

・　設備用埋設管等の有無を事前に調査し、支障のないように施工する。

・　Ｆｃ＝２７Ｎ／ｍｍ2

・　普通コンクリート　

　　　設計基準強度

・　Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ2

・　Ｆｃ＝２４Ｎ／ｍｍ2

・　D10

・　D13

・　D16

　　　使　用　箇　所　　径 　　材　種

・　鉄筋

JIS規格品

JIS規格品

JIS規格品

３．使用材料　　　　　　　　　（適用事項は○印で示す）

　　　使　用　箇　所 スランプ

 ・

 ・

 ・

　　　　備　　　考

・　Ｆｃ＝　　Ｎ／ｍｍ2

　　　　　　　： 調合管理強度は「標仕」による

　　　　　　　：　膨張材はＪＩＳ　Ａ　６２０２により、使用量は製造所の仕様による

　　　　　　　：　単位セメント量　　３００ｋｇ／ｍ3　以上（膨張材含む）とする

　　　　　　　：　スランプ　　　　　１８ｃｍ以下

膨張剤入り

膨張剤入り

　　　備　　　考

・　D19

・　D22

・

JIS規格品

JIS規格品

SD345

 ・

　　　　　　　：　水セメント比・水結合材比　　　６５％以下

膨張剤入り

・　現地実測寸法に基づいた施工図を作成し、監督員の承諾を得る。

本工事は、既存の構造体に枠付き鉄骨ブレース架構を設けることで建物の耐震性の向上及び改善を図るものであり、

・　既存鉄筋コンクリート躯体と枠付き鉄骨ブレース架構との一体化を図るように、入念に施工をする。

ａ）　本標準図は、鉄骨造による耐震補強の枠付き鉄骨ブレース架構に適用する。

　　　設計図　＞　本標準図　＞　公共建築改修工事標準仕様書（令和４年版）

ｅ）　本標準図の「標仕」とは、公共建築工事標準仕様書（令和４年版）を示す。

SD295

・　φ@　　（　　　φ）

　鉄筋径、ピッチ、直径

・D　 @　　（　　　φ）

・D　 @　　（　　　φ）

　　　使　用　箇　所

・　スパイラル筋　　　　　：　ＪＩＳ　Ｇ　３５３２に規格される普通鉄線またはＳＲ２３５（ＪＩＳ規格品）

　　　　備　　　考

　　　　　　　　　　　　　：　コンシステンシー　Ｊ　ロート　８±２（秒）

・　無収縮モルタル　　　　：　設計基準強度　　　Ｆ＝３０Ｎ／ｍｍ2　以上

１４

　　　使　用　箇　所　　径 　　材　種

・　D16 JIS規格品

JIS規格品・　D13

・　あと施工アンカー　　　：　接着系アンカー　　カプセル型　有機系　，　回転・打撃式

　　　　備　　　考

JIS規格品

JIS規格品

・　D19

・　D22

・　D16 JIS規格品SD345

・　φ@　　（　　　φ）

SD295

　　　使　用　箇　所　　　　材　　種

・　SS400

・　SN400

・　SN490

JIS規格品

JIS規格品

JIS規格品

　　　　備　　　考

・　F8T　（高力ボルト） JIS規格品

JIS規格品

・　S10T （高力ボルト） 国土交通大臣認定品

・　F10T （高力ボルト）

・　鋼材・高力ﾎﾞﾙﾄ

　　径 　　　使　用　箇　所 　　　　備　　　考

・　頭付きスタッド　　　：　ＪＩＳ Ｂ １１９８

・１６φ

・１９φ

・　その他の材料　　　　：　上記以外の材料でも、特別な調査・研究成果を示すことにより、監督職員の承諾を

　　　　　　　　　　　　　　得て使用することができる。

下記の材料は、「標仕」に従い材料試験を行う。

４．材料試験

無収縮モルタル　　　：　圧縮強度試験　〔　各打設日毎　３本（４週）〕

　　　　(圧縮強度試験方法)により行う。

　　・　無収縮モルタルの供試体の養生は封かん養生とする。

　　・　無収縮モルタルの圧縮強度試験のための供試体は、ＪＩＳ Ａ １１３２（コンクリートの強度試験用供試

　　　　体の作り方）に準じて、直径５０ｍｍ、高さ１００ｍｍの円柱とする。圧縮試験は、ＪＩＳ Ａ １１０８

注：・　圧縮強度試験（四週強度）は、すべて公的機関で行う。

普通コンクリート　　　：圧縮強度試験　〔　各打設日毎　管理試験用　　　３本（標準：４週）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧縮強度推定用　３本（現水または標準：４週）〕

　　・　コンシステンシー試験は、ロート法としロートはＪ  ロートとする。１４

無収縮モルタル

既存梁、柱

既存梁、柱

頭付きスタッド

割裂防止筋

割裂防止筋

頭付きスタッド

無収縮モルタル

あと施工アンカー

スタッドピッチ

アンカー筋ピッチ
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１．施工標準図

打継ぎ面

六角ナット

アンカー筋

8d 140

d

既存コンクリート躯体 補強部材

（異形棒鋼）

先端 　°カット，端部六角ナット付45

２．仕上げ材の撤去及びコンクリートのはつり

ｃ）　打継ぎ面の目荒しは、既存のコンクリート部分に亀裂等を与えないように行う。

ｅ）　撤去材及びはつり屑等は、速やかに場外へ搬出し、作業環境を整備した上でつぎの工程にかかる。

　　　（最大で１０～１５ｍｍ）程度の凹凸を、打継ぎ面の３／４～全面にわたって付けることである。

ｄ）　目荒しした打継ぎ面は水洗いし、はつり粉末を完全に除去する。

ｂ）　既存鉄筋コンクリート躯体の打継ぎ面は目荒しを行う。この場合の目荒しとは、電気ピックなどを用いて平均深さ約５ｍｍ

３．あと施工アンカー

非破壊引張試験

あと施工アンカー径

指定引張力（KN／本）

ｂ）　穿孔前に、既存鉄筋の位置を鉄筋探査機等により確認し、既存部の損傷を極力避ける。

　　　モルタルで補修する。

ｃ）　あと施工アンカー設置に際し、穿孔の位置・深さ・径及び垂直を確認し、アンカー埋込み前に穿孔内の切粉等を除去する。

ｄ）　穿孔に失敗した場合は、アンカー芯よりも内側に再度穿孔する。なお、失敗孔の処理は、躯体と同等以上の強度の無収縮

ｆ）　現場施工されたあと施工アンカーは、補強壁１枚あたり３本以上〔梁下・柱・床（または梁上）各１本以上〕かつ、１日

　　　に施工されたものの各径ごとを１ロットとし、この中から３本について設計用引抜き耐力の約２／３の引張力（下表で指

　　　定）で非破壊引張試験を行い、固着力を確認する。もし検査本数のうちの１本でも異状が認められる場合は、当該壁面の

　　　試験方法は、（社）日本建築あと施工アンカー協会の非破壊引張試験（油圧式あるいはレンチ加力式）による。

ｅ）　現場施工されたあと施工アンカーは、全数の打音検査により、その固着度を確認し、監督員に報告する。

　　　全数の再試験を行い、その結果を監督員に報告し、以後の処理について監督員の指示を受ける。

ｈ）　あと施工アンカーの位置は特記による。特記なき場合は、上記標準寸法表を参照する。

ｇ）　あと施工アンカーの埋込み長さは８ｄ以上とする。また、あと施工アンカーの定着は１４０以上（六角ナット付き）とし、

　　　六角ナット取付けのためのネジ切りは先端より５０ｍｍ以下とする。

４．頭付きスタッド

1
4
0

ａ）　頭付きスタッドのピッチ等は特記による。特記なき場合は、上記標準寸法表を参照する。

ｃ）　四周枠（Ｈ型鋼）との取付け位置は特記による。特記なき場合は、下図を参照する。

　　　れている本数は、確保する。

ｂ）　頭付きスタッドが継手プレートに当る場合は、原則としてプレートを避けてスタッドを打つ。ただし、設計図上に記入さ
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５．鉄筋及び型枠

ａ）　鉄筋（スパイラル筋含む）及び型枠は現地実測に基づいた躯体寸法で施工する。

ｂ）　型枠は、コンクリート側圧・打設方法・セパレーターの取付け方法等を考慮して設計する。

ｃ）　型枠は、無収縮モルタル圧入時の圧力で破損・変形のない堅固な構造とし、打ち上がりコンクリート部材の位置及び

　　　断面寸法の精度が保たれるよう組立てる。

ｄ）　既存部分と型枠の取合い部は、モルタル等の漏出が生じないよう適切な処置を講ずる。
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標準寸法表

ａ）　あと施工アンカーの施工は、施工管理技術者及び、技能者は技量及び経験の証明となる資料を監督員に提出し、承諾を受ける。

ａ）　枠付き鉄骨ブレース架構の設置に先立ち、既存柱・梁及び床の打継ぎ面より仕上材を完全に撤去する。

既存梁、柱割裂防止筋

型枠

あと施工アンカー

パッキン

（速乾性）

四周枠

（Ｈ型鋼）
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モルタル圧入孔

ウレタン系シーリング

６．無収縮モルタル圧入

　　　は振動等を与えないように注意する。

ｃ）　無収縮モルタル圧入は、適切な圧力で中断しないように行う。

ｅ）　無収縮モルタルの強度発現期間内は充分な湿潤状態で養生する。また養生期間中

ｂ）　既存鉄鉄コンクリートの打継ぎ面及び型枠は十分に吸水した状態にする。

ｄ）　無収縮モルタルの圧入は、モルタルが全ての空気抜き孔１，０００＠から出てく

　　　る事により確認する。

ａ）　無収縮モルタル圧入に先立ち充填部の清掃を行う。

空気抜き孔

空気抜き孔(1,000@)

モルタル圧入孔

注）　スパンが５ｍを超える場合には、モルタル圧入孔を

下部左右２カ所とする。

無収縮モルタル圧入要領

図面番号工事名称

○ ○ ○ ○ 設 計 事 務 所 ○○○○○○○○工事

図面名称 縮 尺 電意

Free 構 機

発注者

新潟県土木部都市局営繕課
変 更

７．鉄骨工事

　　　　　　　　　　　　特に頭付きスタッドは、あと施工アンカー設置後の現地実測寸法に基づいた工作図を作成する。

　　モルタル漏出防止：　無収縮モルタルの漏出防止のため鉄骨開口部（スカーラップ等）は、本溶接完了後ＰＬ－３．２にて穴埋めを行う。

　　錆止め塗料　　　：　塗料種別「Ａ種」を使用し、工場１回塗り、現場１回塗りを原則とする。ただしモルタル接触面は、塗装しない。

　　鉄骨製作工場　　：　建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた㈱日本鉄骨評価センター又は

　　　　　　　　　　　　又は同等以上の能力のある工場

　　第三者試験　　　：　完全溶込み溶接部は、第三者試験にて、全箇所の超音波探傷試験を行う。なお、超音波探傷試験における技能資格者は標仕による。

　　工　作　図　　　：　鉄骨現寸検査に先立ち、現地実測寸法に基づいた鉄骨工作図を作成し、監督員の承諾を得る。

5

5

Ａ　接合部詳細図

ウェブ

PL-a
PL-b

以
上

2
0
0

1
0
0

75以上

ウェブ

25

Ｂ　接合部詳細図

ウェブ

フランジ

Ｃ　接合部詳細図

フランジ

Ｅ - Ｅ 'sec

20
0

PL-b

25

ウェブ

ウェブ

E

フランジ

E
'

　　　※ブラスト処理

　　　・リン酸塩処理

　　　　　※すべり試験を実施し、すべり係数が0.4以上であることを確認する。ただし、監督員が承諾する場合は、すべり試験を省略することができる。

　　・溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する摩擦面の処理

　　　　　　　　　　　　による。
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Ｄ　接合部詳細図

　　　　　　　　　　　　（株）全国鉄骨評価機構の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「　グレ－ド」として国土交通大臣から認定を受けた工場

　　溶接接合　　　　：　日本建築学会　「建築工事標準仕様書　JASS6　鉄骨工事」（2018年版）および「鉄骨工事技術指針・工場製作編」（2018年版）
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８．枠付き鉄骨ブレース架構補強標準図

一 般 事 項
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